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Abstract：The students’ classes of school were held in our high school where the students of seventy percent 
who had not have confidence in mathematics. The learning content of students’ classes of school was quadric 
curve. In this study, we show the actual influence of these classes. The teacher students tried to understand the 
content of teaching and to make teaching materials by themselves. Through these activities, the teacher students 
had confidence of their work. The teacher students’ activities motivate whole students of our high school. We 
also emphasize the significance these classes and clarify the importance of these classes in our school 
managements, grade management and classroom administration. 
Keywords：Students’ Classes of School, Teacher Students, Resilience, Pedagogical Content Knowledge (PCK)
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図１０　先生役生徒の気持ちの変化
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考えた。しかも，生徒が生徒に教える形態であり，授業
を行う生徒にとっても，生徒から学習内容を教わる生徒
にとっても頭の中が活発になる，本質的なアクティブ
ラーニングになるのではないかと考えた。
４）生徒が生徒に教えることの意義
　教えることは，自分が理解していると考えている内容
を，さらに深めないと教えられないことに気づかせてく
れる。その意味で「本当にわかる」ことに直結する。先
生役となる生徒の，学習内容の理解が深まり，自分が教
える生徒に，いかにわかりやすく伝えたらよいのか考え
ること自体に大きな意味がある。したがって，筆頭筆者
の授業を受けた先生役生徒が，その学習内容をしっかり
理解し，伝えたい内容を各自で明確にした上で，先生役
に臨む。教わる者も，生徒同士だからこそ，耳を傾けよ
うとする。教える者と教わる者のつながりが無意識に生
まれ，協働して学びを深めていくことにつながると考え
た。こうした協働の意識の中で，生徒たちは本当にわか
ることを実感できるだろうと考えた。
５）全校生徒と全教職員の意識の向上を図るアイディア
　筆頭筆者は全校一斉生徒授業に向けた様々な情報の提
供を，「MATSU通信」という形で定期的に配布した。そ
れも，配布対象は全教職員，数学科教員，先生役生徒の
学級，全校生徒と４種類，伝える対象や内容を的確に意
識して提示してくれた。教科の通信は，新鮮な試みであ
り，生徒の学びや知的興味を刺激するとともに，教職員
や全校生徒の意識改革にも効果があった。
　また，授業当日に，誰が先生役生徒なのか一見して判
別できるように，缶バッチを作成して先生役生徒に配布
したのも，意識の高揚につながり，先生役生徒が意欲的
に，主体的に授業の準備をすることにつながった。
６）深い理解をともなうジクソー学習
　先に学習した生徒を先生役にする学習活動は，現在は
ジクソー学習として有名である。おそらく，全校一斉生
徒授業もジクソー学習として，分類することができるだ
ろう。しかし，先生役生徒は，１ヶ月以上にわたって，
主体的に指導する内容を理解し，理解した内容をいかに
わかりやすく伝えるか工夫してきたという点で，現在散
見するジグソー学習の，先に学ぶ者が未履修の者に教え
る際の理解度とは比較できないほど深いものになっただ
ろう。
　また，こうした学習経験は，授業する側，受ける側に
限らず，先に理解した生徒がどんどん教えていく文化を
置籍校に生み出す可能性があると考えた。教師が一人で，
学級全員を理解できるようにするのは，かなりの労力が
必要なだけでなく，限界がある。こうした限界を解消す
る場面に，今後直面した場合，今回の全校一斉生徒授業
を経験した置籍校の生徒は，意欲的に教えあう活動がで
きるのではないかと期待している。
７）置籍校の教職員の生徒に対する思い
　置籍校が自慢できることは，職員が協力的で，生徒の
ために，労をいとわないことである。全校一斉生徒授業
については，当初から反対する場面はなかったものの，
成功させるのは難しいのではないか，という思いを持つ
教職員は少なからずいたと思われる。それでも，スロー
ガンにあるように，生徒が主体的に動ける場面を見つけ
ると，生徒に任せる努力をする機会は漸次増えていた。
生徒に自信も持たせたいという，置籍校の教職員の強い
思いを感じた。その意味で，全校一斉生徒授業を企画し
たことは，教職員の生徒に対する思いをさらに強める二
次的効果もあった。
２．学年経営からの視点
　学年主任に，全校一斉授業の概要を伝えたのは平成２９
年４月当初だった。自信を持つことがなかなかできない，
受動的な置籍校の生徒にとっては，生徒が他者に教える
経験を通して，自分の力を認識する機会になると感じた。
いつも受動的に人の話を聞く立場から，人に教える立場
に変わることで戸惑いやジレンマが起こり，学習内容の
理解を深めたという想いで，人に伝えることを意識して
教材をつくるなど，想像するだけで効果的な取り組みだ
と感じた。企画のおもしろさも手伝って，学校として，
学年として，実践してみる価値があると考えて，全校一
斉生徒授業に賛同した。
　全校一斉生徒授業を実践するまでの準備期間は，先生
役生徒のいる学級を励まし，担当するクラブ活動の生徒
を通しても応援した。進路担当の出張が多くなった学級
担任に代わってSHRを担当することが多くなると，授業
時だけでなく，清掃時間，SHRを利用して，生徒に声か
けを意識的に行った。例えば，教師としての持論として
「教えるには３倍の知識がいる，全部伝えきれなくとも，
１０のことがらを用意しておくのがプロ教師の授業だ」と，
繰り返し鼓舞することもあった。
　全校一斉生徒授業当日の授業の様子を観察して感じた
ことは，「紙を折りましょう」などの指示をしているが，
何のために折るのか伝え切れていなかったり，指示通り
に紙を折れていてもその後の指示ができていなかったり
など，先生役生徒が授業で活動させるための工夫が準備
不足の班が多かったと感じた。授業を受けている生徒同
士も，互いの作業を見せ合ったり，折って見えてきたも
のを話し合ったりできない生徒がいたことを観察して，
置籍校の生徒のコミュニケーション不足を痛感した。そ
れでも，先生役生徒は，最後まで時間を無駄にしたくな
いという想いを持っていて，最後までしっかりと先生役
生徒をつとめ上げようとしたことは，素晴らしいことだ
と感激した。今回の全校一斉生徒授業は，２時間程度が
適切だと感じたが，生徒授業が長いと感じさせないよう
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に，クイズを考えたりして時間を大切にして，授業を実
践していた。
　準備期間中の生徒の意識の変容の様子を観察した学年
主任は，先生役生徒の様々な思いを確かめながら，自身
が準備期間中に伝えたことがらが，生徒に受け止められ
ていることに感激した。全校一斉生徒授業の準備は大変
だったものの，達成した先生役生徒を労う思いを強く感
じた。また，１学期終業式のときに先生役生徒から担当
した学級の生徒へのメッセージ一覧を，全校生徒に通信
を配布したが，そのコメントにも感動した。このコメン
トには「授業を聞いてくれてありがとう。」「わからない
ところを教えてくれてありがとう。」のように，先生役生
徒全員が，「自分の授業を聞いてくれるかな。」「自分たち
の考えた授業を聞いてほしい。」という想いで，教壇に３
時間立っていたのが伝わってきた。これまでに味わった
ことのないような不安に感じながら，準備期間を過ごし，
本番当日を迎えたことが表れている。
　センター試験など，いわゆるペーパー試験のみで大学
受検の成果を上げていくのは難しい生徒が多いが，今回
の生徒授業の経験を通して，プレゼンテーション力を大
切にしている大学の受験を考えるように促したいと考え
た。夏休みには様々な大学の説明会などに生徒と共に同
伴で参加し，彼らのコミュニケーション力を強調した進
路指導も考えた。全校一斉生徒授業を通して，先生役生
徒は１つのことを探究することの楽しさを味わうことが
できたので，１つの目標に向かって頑張ることの大切さ
を認識して，今後の進路に向けた意識につなげられると
考えている。先を見通した，生徒の指導のあり方にも，
全校一斉生徒授業は効果があった。
　今回の全校一斉生徒授業のスタートから今日までを観
察していて，先生役生徒の学級は，課題とぶつかったら，
できそうでないことにも挑戦していける力とエネルギー
をもっている。自分にそういう力があったと自信になっ
ていると確信した。１学期末に，置籍校をリードしてい
く使命がある学級の生徒が全校一斉生徒授業の先生役に
挑戦したことは，本当に得るものが大きい。また，授業
を受けた全校生徒にも大きな刺激となった。２学期３学
期は自分がやらなくてはいけない，と感じている生徒も
必ずいると感じている。こうした姿勢は，例えば１学期
末の大掃除の時にも垣間見ることができた。分担などを
自分たちで考え，手を空けることなく，掃除に取り組ん
でいた。彼らの掃除の取り組み方を見て，自分たちで考
えて動くことのよさを見いだしているのではないか，と
感じた。生徒が自主的に，主体的に動くことを求める学
級担任の意図を知る生徒が，今回の先生役生徒を経験し
たことで，担任が何を自分たちに求めていたのかを実感
したのかも知れないと感じた。
３．学級経営からの視点
　先生役生徒の学級の担任としては，全校一斉生徒授業
の先生役生徒を担当する生徒の経験が，生徒一人ひとり
がそれぞれ成長するチャンスであり，これから一生自分
のものとして使える力を手にするチャンスになると考え
た。また，先生役生徒の体験を通して，自分の弱みが見
えるだけでなく，その弱みをフォローして，そこを乗り
越えて強みに変える仕方を学べると考えた。普段の学校
生活だけではできない機会を与えてもらえたと考えた。
的確に生徒の気持ちを捉え切れていたかどうかは不確か
であるが，担任として先生役生徒の気持ちの変化を感じ
ながら，次のような言葉をいつも伝えていた。
　「放物線の定義や楕円を教えることは今後の人生の中
ではないかも知れない。しかし、君たちが筆頭筆者から
教わったことを通して，自分が感動したことや理解した
ことを伝えることが，みんながこれからやることだ。自
分の感じたことやわかったことを，どうやって人に伝え
たらわかってもらえるのか，伝えるためにはどのような
ものを準備しなければならないのかなど，君たちは，今
までおそらくやったことの無いことに向き合っている。
一生懸命に考え，工夫していることが大切だ。当日何が
起こっても失敗は無い。すべて成功だ。だから堂々とや
ればいい。考えたこと、考えてきたプロセス，すべて成
功だ！」
　この言葉は，先生役生徒の授業後アンケートの中にも
かかれていて，ずっと言い続けてきたことが，生徒たち
には伝わっていたことを実感した。生徒の気持ちの変化
一覧を見て自分の言葉が文面化されていた時は伝わって
いたんだな，と嬉しかった。今まで経験したことがない
ことに挑戦すること，自分や仲間と一緒に考えたアイデ
アを何度も練り直すという経験は一生使える力になった
と確信した。恐らく，先生役生徒は，その達成感によっ
て，今後の自分の自信につながると考えた。高校卒業後
の進路について真剣に取り組まなければならない夏休み
前に，このような経験ができたことも意義深い。２学期
以降の学校生活の様子も楽しみである，と感じている。
４．置籍校の教職員からの視点
　全校一斉生徒授業は，生徒の主体性を引き出す試みと
して成功したと感じている教職員の方々が多い。このプ
ログラムを，年間計画に位置づけることも考えてはどう
か，と考えている先生方もいる。１学期は３年生が先生
役生徒を務め，２学期以降は１，２年生が担当することも
考えられる。また，教科を数学に限定する必要もなく，
他教科で検討したり，生徒が全校一斉生徒授業の内容を
検討したりするなどの申し出が出てくれば，なおさらお
もしろい取り組みになると考えている。
　全校一斉生徒授業後に実施した，全教職員アンケート
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で，「普段の授業で，教え込むだけでは難しいと感じるこ
とがありますか」に対して，「とても感じる」３９％，「時々
感じる」５５％，また，「アクティブラーニングの視点か
ら授業改善が必要と言われているが，指導法が見えにく
く感じますか」に対して，「とても感じる」２９％，「時々
感じる」５５％という結果にも出ているように，教職員は，
普段の授業方法について，今の授業スタイルの改善を見
直す時期が来ていることを感じていることが見て取れる。
　先生役生徒の授業をみていると，グループ活動で授業
を展開しているところは，生徒同士が互いにフォローし
合いながら授業を進めていた。さらに，先生役生徒の発
問の仕方や授業の展開の仕方，理解が十分できない生徒
への寄り添い方などにも，自分たち教師が学ぶことがた
くさん垣間見られたのは刺激になった，こんなすごい生
徒がいたんだ，と感じた教職員もいた。また，生徒の感
想を読みながら，２学期以降の授業を大切に受けなけれ
ばいけないと感じた生徒が増えるのではないか，と考え
る教職員もいた。全校一斉生徒授業を参観して，先生役
生徒が自信を持って，堂々と授業をしている様子に，改
めて生徒の可能性を感じ，感激していた。
Ⅴ．おわりに
　筆頭筆者は，置籍校の生徒の約７割が数学嫌いである
ことを，少しでも改善できないかと，教職大学院入学時
から考えてきた。特に，学校アセスメントの考察を通し
て，高校に入ってから数学がわかるようになりたいと考
える生徒の思いから，レジリエンスを持つ生徒の姿を感
じた。そこで，なんとかして置籍校の生徒に自信を持た
せる，生徒の最近接領域を刺激するような，数学の授業
がしたいと考えていた。全校一斉生徒授業を模索するも
う一つのきっかけは，チーム総合演習の授業であること
は既に述べたが，そこで企画した学校のカリキュラムづ
くりが，全校一斉生徒授業に繋がったことは，大きな成
果である。特に，置籍校の生徒や教職員が，全校一斉生
徒授業の意義を感じ，生徒が主体的に活動する大きな
きっかけになると感じている点は，大きな成果である。
　一方，全校一斉生徒授業では，先生役生徒が，教師の
教授内容知識（Pedagogical Content Knowledge；PCK）を，
知らず知らずのうちに，獲得していたことは驚きであっ
た。教師のPCKとは，教師が教育を行う際に，指導する
内容の理解，学習者の理解，指導法の理解を勘案して授
業を構成していく，複合的な教育知識である。教師は指
導すべき内容を理解しなければいけないが，それを教授
する学習者の理解は欠かせない。先生役生徒が，全校一
斉生徒授業事前のHR活動を利用して，自分が担当する
学級に出向き，自己紹介をしながら，その学級の様子を
見学に行ったりしたことは，その１つの反応である。こ
のことは，先生役生徒の授業計画が深まるきっかけでも
あった。教材開発，発問，授業の全体の流れ等を，先生
役生徒が内容知識や生徒理解を元に，ほぼ１ヶ月をかけ
て検討していく様は，先生役生徒が，教える内容をさら
に深く理解した上で，授業を計画していくという，まさ
に，教師のPCKを意識する環境になっていた。人に教え
ることで知識の理解は深まることが，まさに具現化され
ていった。観察していた教員にとっても，改めて教師の
PCKを意識する，絶好の機会になっていたことも，大き
な成果である。
　そして，もう一つ特筆すべき点は，全校一斉生徒授業
を作り上げていく過程で，先生役生徒と教員が一体と
なって，全校一斉生徒授業を成功させようと，１つの協
働体になっていたことである。置籍校の教員は，筆頭筆
者が置籍校にいないときでも，先生役生徒の求めに応じ
て支援をしていたし，先生役生徒の様子を注視しながら
見守る集団となっていた。しかも，先生役生徒が主体的
に活動することを妨げるようなことはなかった。先生役
生徒も，全校一斉生徒授業に向けて，教職員の協力を支
えとして，成功させようと努力し続けていた。このよう
に，全校一斉生徒授業を成功させるための１つのチーム
として機能して，先生役生徒と教職員が一体となったこ
とも，驚きであった。
　私たちはカリキュラムの枠組みの中で教育を考える習
慣がついているが，カリキュラムを柔軟にとらえて，生
徒が活力を持って成長していく環境を模索することは，
次に控える学習指導要領を踏まえた教育を考える上でも
重要な視点となることを，具体例から実感した。特に高
等学校では，学び直しや，新たな学力テストの実施，新
たな入試制度への対応が求められようとしている。日頃
の授業を大切にしながらも，生徒が自分を見つめ，失敗
しても，それを糧とするようなレジリエンスをもって挑
戦し直し，成果を上げていけるようなプログラムが，各
教科・科目での実施だけでなく，学校全体の構造として
も試みていくべきことを，全校一斉生徒授業の実践の中
から感じている。今後は，全校一斉生徒授業を，生徒ア
ンケートや，置籍校の教職員や授業観察者のアンケート
を基に，改善すべき点を明らかにして，その意義や価値
をさらに明確にした，新たな試みを目指していきたい。
謝辞
　全校一斉生徒授業を進めるにあたり，いつも親身に相
談に乗ってくださり，あたたかく支えてくださった，徳
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ありがとう。」「心に残る授業をありがとう。」「素敵な授
業で新鮮な学びができた。」と言ってくれた，全校生徒の
皆さん，本当にありがとうございました。また，徳島県
高等学校教育研究会数学学会員の皆さま，近隣中学校教
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